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これまで感染確認の少なかった南予地域において、2026年にはいって

から、死亡イノシシでの豚熱感染が5件確認されています。感染確認区域は

著しく拡大しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖かくなりイノシシが活発になる季節がやってくると、農場内への侵入リ

スクはさらに高まります。すでに周辺環境中にはウイルスが存在するもの

と考えて飼養衛生管理の徹底をお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

中予家畜保健衛生所  電話 089-990-1333 

                携帯  090-6282-6129 (休日・夜間) 

野生イノシシの豚熱感染確認地域が拡大しています 

【県内 33-36例目（中予22例目、南予4-6例目）】 

 

家畜保健衛生所だより

１ 飼養豚と外界との接触を防ぐ 
●防護柵・防鳥ネットの点検・修繕、防護柵外周の除草 
●畜舎周囲の清掃、整理・整頓 

●飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排泄物等の混入防止 

●衛生管理区域外からの雨水・土砂の流入防止 

 

２ 早期発見・早期通報の徹底 
●豚熱は特徴的な症状が無く、気が付きにくい疾病です。 

いつもと違うと感じたら、直ちに家保に連絡してください。 

県３３例目（2/１０病性判定） 

捕獲場所：久万高原町二名 

県３４例目（２/１７病性判定） 

死体発見場所：西予市野村町 

県３５例目（２/２６病性判定） 

死体発見場所：大洲市河辺町 

県３６例目（３/３病性判定） 

死体発見場所：西予市城川町 

…陽性個体確認場所 


